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磁気リコネクションが起こる過程では，イオンと
電子の加速・加熱機構の違いが室内実験やシミュレー
ションにより明らかになっており [1]，大部分の磁気
エネルギーがアウトフロー中のイオンに向かうこと
がわかっている．先行研究により擾乱の少ないガラ
ス管 2 本のみの挿入での一次元のイオン温度・流速
計測が可能となっているが，広範囲の観測において
の結果については真空ブレイクの必要性による再現
性に不安が残り，信頼できる結果は得られていない
[2]．本研究ではこのプローブを改良することにより
R-Z 平面とその垂直な方向の三成分の速度ベクトル
を計測可能にする．また，従来のプローブではアウ
トフローが観測されている R-Z平面のフローの動き
をプローブが阻害してしまうことが考えられたが，
これによる影響を減らしつつアウトフローの速度を
計測することができる．
本研究では図 1-(a) に示すような従来のプローブ

を図 1-(b) に示すようなファイバーホルダーに改良
することで擾乱が少ないかつ R-Z 平面に垂直なフ
ローを観測することを可能にするドップラープロー
ブを開発した．また，それらのプローブから得られ
た Arイオンスペクトルの結果を図 2に示した．
観測したデータから得られた流速ベクトルを図 3

に示す．測定は図 1-(c)に示すように合体する二つの
トカマクが接触する X点付近に半径方向からプロー
ブを挿入して行い，リコネクションで想定されるア
ウトフローの方向と一致していることが確認できた．
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図 1 (a), 従来のプローブ.(b), 新規開発した三次
元測定可能なプローブ.(c),装置全体の概要図.

図 2 図 1-(b)から得られた Arイオンスペクトル

図 3 図 2から得られた Arイオン流速の三次元ベクトル
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